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はじめに（コンセプトブック策定にあたって )

Introduction



湯平「1区」「2区」「3区」と特色ある地域性を活かしつつ、湯平地域の情報

を共有することで、 湯平の暮らしの向上と既存組織の課題を調整し、

そこから新たな取り組みが生まれていくこと。

「湯平暮らしの再編集」

「ゆのひらんプロジェクト（湯平まちづくり協議会）」のコンセプト

はじめに
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散らばったさまざまな価値を再編
集し、ひとつのまとまりへ。また、そ
こに暮らす人々が集い議論を重
ねあわせ、一丸となれるように。

敷き並べられた石畳をシンボライ
ズした楕円は、そこにもくもくとし
た湯けむりのイメージも重ねること
で、親しみや優しさをマークに込
めた。

元気の出るビタミンカラーを使用。

湯平暮らしの再編集 ロゴに込めた思い

はじめに
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湯平区の現状

analytics



湯平区の現状と課題

湯平区の現状と課題
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福祉・生活・交通

・買い物・病院に行く際に車が必要
・地域内に買い物できる場所がない
・地域の中で集まれるところがない

防災・安全

・空き地、空き家が多い
・高齢者の大雨や台風時の避難が課題
・緊急時の連絡体制が課題

住民

・子どもの声が聞こえなくなった
・高齢者と若者との交流がなくなった
・住民が湯平に興味がない

にぎわい

・気軽に集まれる場所がない（食）
・なんとなく汚れている気がする

地域運営

・人口の割に組織が多く、
高齢化と人口減で人手が不足している

・地域の活動が続けられなくなった

共同浴場

・共同浴場での交流がなくなった
・共同浴場がないことには

湯平の発展につながらないと思う



設立準備会での意見出し

湯平区の現状と課題

7



湯平地区住民アンケート結果より

湯平区の現状と課題
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交通の不便さは全世代共通の課題として

認識されていることがわかります。

ユーバスやスクールバスの効果的な運行

や、買い物支援の検討が必要です。



湯平区の暮らしのなかの困りごと（アンケート結果より）

湯平区の現状と課題
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７０歳以上で

「家の周囲の手入れ」「移動」といった

困りごとが増えている

ことがわかりました。
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規約などがなく、運営のルールが明確でない

単位自治会の選出が厳しく、選出しても役が多く、参加しにくい

似た様な組織があり、目的がわからない

会議の際、雰囲気が硬く発言しにくい

その他

新しくやりたい活動があっても、前例踏襲の雰囲気が強く、提案しにくい

特に無し

一部の人だけで運営され、新しい人を入れる仕組みが十分でない

会議や行事が平日の夜など、参加しにくい時間、場所で行われる

不要な「役」、行事の見直しが進んでいない

不明

組織や行事についての情報が乏しく、内実が良くわからない

若者がいないため活気がない

順番・持ち回りで意欲・能力にかかわらず「役」、仕事が回ってくる

（％）

組織・団体の運営上の課題

湯平区の組織運営の課題（アンケート結果より）

湯平区の現状と課題
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準備会の話し合いでは、

各組織共通して、

高齢化や人口減による

担い手の不足が上がりました。



ゆのひらんプロジェクトのめざす姿

vision / concept



湯平の暮らし方を再編集する

ゆのひらんプロジェクトのめざす姿
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自分たちで、自分たちの地域を良くしていこう、
と活動するのがゆのひらんプロジェクトです。

▶湯平区250人全員が湯平の情報を知っている地区になろう。
▶生活の小さな困りごとを解決し、安心して暮らせる地域にしよう。

ゆのひらんプロジェクトが目指す湯平のすがた

ゆのひらんプロジェクトは、
全地区住民が会員です。

湯平の人々が求めていることを共有する場を作っていきます。

困りごとや希望や夢を共有して見えてきたことを
地域のみんなが主体となって活動し、

解決や実現に向けて行動します。



ゆのひらんプロジェクトのめざす姿（アンケート結果より）

ゆのひらんプロジェクトのめざす姿
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年齢が高いかたは「高齢者も障がい者も安心して活躍している地域」

若いかたは「地域資源を活用し雇用や産業が生まれている地域」

多くの年代で共通していたのは、 「移住・定住」「自然環境の保全」となっています。



湯平にはたくさんの組織があり、それぞれの目的に沿って
活動を行ってる。そのため、各組織間の情報連携がスムー
ズにできる仕組みを考える。湯平区民約250人全員がゆの
ひらんプロジェクトの参加メンバーです。一人ひとりが湯
平のことをよく知り安心して暮らせるまちをつくる。

暮らしの
仕組み

情報
共有

人と人と
の
交流

ゆのひらんプロジェクトは次の３つの柱で活動します

活動の柱
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湯平1区、2区、3区に住む住民の小さな困りごとを拾い上
げてお互いに解決できる仕組みをつくり、安心して暮らせ
る湯平をつくる。移動支援・買い物支援や、防犯・防災対
策、耕作放棄地の対策などの課題に対しても、皆で協力し、
湯平での暮らしをより良くする仕組みをつくる。

暮らしの仕組み

湯平の住民同士の顔が見える交流企画を考えます。大掃除
大会や湯平の伝統的なお祭りを続けていくために、地域全
体で協力し合う仕組みをつくる。
湯平に来る観光客や、湯平出身の人たち、湯平に移住した
いと考えている人たちをつなぐ場をつくる。

人と人との交流

情報共有



具体的な活動／事業計画

contents



暮らしの仕組みづくり

具体的な活動
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小さな困りごとを拾い上げて安心して暮らせる湯平の仕組みを作ります。

みんなが相談できる、相談しやすい湯平の窓口をつくり、

小さく、着実につながりの輪を作ります。

湯平暮らしの困りごとには、日頃の移動や買い物、耕作放棄地の整備や、景観

の整備、防災活動、様々な課題を一つずつ解決できる人の輪をつくります。

写真（左）移動店舗販売／広川町 (town.hirokawa.fukuoka.jp)

https://www.town.hirokawa.fukuoka.jp/kenko_iryo_fukushi/fukushi_kaigo/1/3253.html


暮らしの仕組みづくり

事業計画
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重点プロジェクト

湯平の人々が安心して住み続けられるためにも、生活の困りごとを拾い上げ、支援でき
る体制を作る。
地域の困りごとに応じて、プロジェクトチームを立ち上げ困りごと解決を行う。

生活の困りごと支援（困りごと相談窓口）

河川の有効活用。赤提灯や街灯の電気代の負担軽減につなげる。夜間停電時に、安全な避
難経路の確保につなげる。
定期的に勉強会を行い、小水力発電等の知識を高める。
実施方法や施工箇所について専門家に依頼、調査、検討を行う。

防災研究

協議会自立のための自主財源の確保、地域資源の有効活用、地域のPRにもつなげる。
実施方法や施工箇所について調査、検討を行う。

浪漫ある特産品づくり

運転免許返納後や足の不自由な高齢者の移動や買い物の問題を支援。
ユーバスやイオン九州との連携を図る。

移動買い物支援



人と人との交流

具体的な活動
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湯平地区が大事にしている地域の宝物

「自然」「石畳の風景」「共同温泉」「伝統の祭り」などの

清掃活動を定期的に行い、

子どもたちから高齢者まで誰もが参加できる、顔の見える交流を行います。



ふれあいホール等を利用し、住民が気軽に寄れる場づくり。
困りごと支援や高齢者の見守り等も兼ねる。協力者を募る。

〇湯平ウォーク 〇歴史デジタルアーカイブ

人と人との交流

事業計画
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重点プロジェクト

住民のまちづくりへの参画意識を高めるとともに、外からの集客に向け環境整備を行う。
R4年度では、石畳（嬉し乃～上柳屋、見晴らし通り、白雲荘前石段）、共同浴場（金・
銀・中・橋本の湯）、ふれあいホール、湯平駅の清掃を実施。
※石畳マルシェと同日に開催。

クリーン作戦

湯平住民に向けて地域内での世代を問わない交流と、地域外へ発信し幅広く周知・交流でき
るよう開催。軽トラ市、キッチンカー、その他販売などを実施。
※クリーン作戦と同日に開催。

石畳マルシェ

湯平出身で現在は地域外に住む方々から寄付を募り、お便りなどによって地域の現在の様子
を発信する事で、湯平を応援してもらう、湯平に戻ってくるきっかけ作りとする。
自主財源の確保にもつながる。寄付の一部で植栽活動を行い、地域交流の促進を図る。

湯平里帰りプロジェクト

R6年度以降考えられる重点プロジェクト

平日に人が寄れる場所づくり



情報共有

具体的な活動
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情報共有

ゆのひらんプロジェクトを構成する

各組織の代表間の情報共有の場を作ることで、

地域の困りごとや将来のビジョンを共有します。



情報共有

事業計画
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重点プロジェクト

各プロジェクトの進捗状況の報告や情報共有の場とする。
月に1～2回程度開催。

暮らしの編集局会議

各団体より情報共有、イベント等のお知らせ、協力者を募る場とする。
有志者の参加も可能。できるだけ全団体が参加しやすい日程の設定を行う。
年に4～6回程度開催。

代表者委員会

まち協からのお知らせや緊急時等の連絡ツールの整備。随時行う。

住民の情報共有デジタル強化

各プロジェクトチームにて事業を進める。随時行う。

プロジェクトチーム会合
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これまでのワークショップで出た湯平のみんながしたいこと



operation

組織体制
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各組織の代表者（または連絡担当者）

ゆのひらんプロジェクト（湯平まちづくり協議会）の組織体制組織体制

24

副 代 表

編集局員

代
表
者
委
員
会

代 表

暮らしの編集局長

暮らしの編集局

プロジェクト
チームメンバー

各プロジェクト
チームリーダー



活動体制と意思決定フロー

組織体制

湯平区 全住民

湯平暮らしの
編集局

プロジェクトチーム

メンバー

社会情勢

時代の流れ
目
指
す
方
向

代表者
委員会

③提案

④承認

⑤支援

⑥実行

リーダー

②企画・
検討
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意思決定フロー

組織体制
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住民 プロジェクトチーム 各組織代表委員会 暮らしの編集局 

    

情報や要望の発信 住民からの意見 

や要望をまとめる 

要望などをもとに 

プロジェクトの素案 

を検討 

 

編集局から提案を受けた 

プロジェクト（案）から 

実施するものを決定する 

プロジェクトチーム 

結成準備 

プロジェクトの実行 

協力できるプロジェクト 

チームに加入する 

住民への情報発信 

情報共有・サポートを 

適宜行う 

情報の共有・報告・相談 

を適宜行う。 

プロジェクト結成 

参加の呼びかけ 

ゆのひらんプロジェクト 組織フロー図（案） 

承認 

ゆのひらんプロジェクトは、
全地区住民が会員です。


